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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　51,986人（△17） 

　男　　24,346人（　　6） 

　女　　27,640人（△23） 

世帯数　22,516　（△　2） 
9月1日現在 （　）は前月比 

「伝統を受け継ぎました」 
　地域の伝統をつなぐ伊作太鼓踊、半年

前から練習を重ね8月28日、南方神社に

奉納されました。 

（「伊作太鼓踊奉納」P11関連記事） 
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中
央
・
地
区
公
民
館
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、元
気
な
地
域
づ
く
り 

麓
下
自
治
会
（
東
市
来
地
域
） 

▲囲碁・将棋・五目並べで楽しむ会 ▲永田鐵山会長

▲新備品で交流おたのしみ会

▲初詣の後の大声競争

市
来
地
域
の
中
心
に
位
置
す
る

麓
下
自
治
会
、
総
務
部
、
事
業

部
、
文
化
部
、
体
育
部
、
婦
人
部
を

中
心
に
一
体
と
な
り
地
域
の
行
事
な

ど
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
、
実

施
し
て
い
ま
す
。 

月
に
開
催
さ
れ
る
親
ぼ
く
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
は
、
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
競
技
を

準
備
、
地
域
内
の
た
く
さ
ん
の
方
が

参
加
し
ま
す
。
そ
の
後
、
北
分
遣
所

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
行
わ
れ
る
消

火
器
訓
練
も
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。 

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
親
ぼ
く

を
図
る
た
め
の
「
囲
碁
・
将
棋
・

五
目
並
べ
で
楽
し
む
会
」
は
、
夏
と

冬
の
二
回
開
催
し
交
流
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。 

年
の
八
月
に
は
、
初
め
て
の
取

り
組
み
と
し
て
、
子
ど
も
育
成

会
と
一
緒
に
、
集
落
内
の
史
跡
や
記

念
碑
な
ど
を
歩
い
て
見
て
回
る
「
集

落
内
の
歴
史
ロ
ー
ド
巡
り
・
宝
探
し

散
策
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、
集
落
内
で
大
き
い
と
思

わ
れ
る
樹
木
五
本
の
幹
周
り
を
測
っ

た
り
し
ま
し
た
。 

月
に
開
催
さ
れ
る
敬
老
祝
賀
会

は
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
、
手

作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
な
ど
、

み
ん
な
で
祝
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
時
に
「
六
十
年
前
を
も

っ
と
語
り
合
お
う
聞
こ
う
会
」
と
題

し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
終
戦
の
年
の

様
子
な
ど
高
齢
者
、
自
ら
が
体
験
し

た
こ
と
話
し
、
平
和
の
あ
り
が
た
さ

を
感
じ
て
も
ら
い
ま
す
。 

声
競
争
は
、
元
気
を
出
そ
う
と

昨
年
の
元
旦
か
ら
実
施
し
て
お

り
初
詣
の
後
「
麓
下
頑
張
れ
ー
」
な

ど
、
み
ん
な
大
き
な
声
を
張
り
上
げ

ま
し
た
。 

れ
ら
の
活
動
内
容
や
地
域
の
話

題
な
ど
地
区
住
民
の
だ
れ
も
が

共
有
し
よ
う
と
年
六
回
か
ら
七
回
「
お

知
ら
せ
版
」
と
し
て
発
行
し
て
い
ま

す
。 

年
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
活
用
し
て
テ
ン
ト
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
を
購
入
し
、「
新
備
品
で

交
流
お
た
の
し
み
会
」
開
催
し
ま
し

た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
公
民
館
を
拠
点
に
、

郷
土
愛
、
隣
組
意
識
を
も
っ
と
高
め
、

思
い
や
り
と
助
け
合
い
の
心
で
住
み

よ
い
地
域
を
目
指
し
た
い
で
す
。 

東 五 子 昨 
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麓下自治会 
（東市来地域） 

　
東
市
来
地
域
の
中
心
部
の
鶴
丸

校
区
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
麓

下
自
治
会
。
平
成
二
十
一
年
九
月

一
日
現
在
で
二
百
七
十
三
世
帯
、

六
百
七
十
七
人
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。 

　
北
に
平
之
城
跡
や
鶴
丸
城
本
丸

跡
の
山
を
背
に
し
て
、
南
に
裾
を

広
げ
江
口
川
沿
い
に
開
け
た
東
西

約
一
㌔
㍍
、
南
北
約
六
百
㍍
の
地

に
古
い
歴
史
と
由
緒
あ
る
史
跡
が

残
る
地
域
で
す
。 

今月の 
表　紙 

ふ
も
と
し
も 



　災害時（震度６弱以上の地震など）にはNTTの災害用伝言ダイヤル「171」が稼動します。家族や知人の
安否を確認したいときなどに活用しましょう。 

　災害時（震度６弱以上の地震など）に携帯電話サービス会社各社は、「災害用伝言板」を開設します。被災地の人の安否情報を伝言板に
登録でき、登録された伝言は、同じ会社の携帯電話だけではなく他社の携帯電話・PHS、パソコンからも見ることができます。 

　
地
震
、
台
風
、
豪
雨
な
ど
自
然
災

害
が
多
い
日
本
で
は
、
普
段
か
ら
災

害
へ
の
備
え
を
行
い
、
訓
練
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
救
助

活
動
は
災
害
発
生
後
の
初
動
体
制
が

重
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
、
関
係
機
関

と
協
力
し
な
が
ら
、
か
つ
て
な
い
大

地
震
と
豪
雨
が
、
同
時
に
日
置
市
を

襲
う
と
い
う
想
定
で
八
月
三
十
日
、

鹿
児
島
県
消
防
学
校
（
東
市
来
）
で

市
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

　
訓
練
に
は
、
関
係
機
関
十
四
団
体

が
参
加
し
、
住
民
へ
の
避
難
誘
導
、

救
助
訓
練
、
消
火
訓
練
、
炊
飯
支
援

訓
練
な
ど
の
「
実
動
訓
練
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
　い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も 

起
こ
り
う
る
災
害 

　
近
年
、
局
地
的
な
大
雨
に
よ
り
尊

い
命
が
犠
牲
と
な
る
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
、
七
月
十
九
日
か
ら
二
十

六
日
に
か
け
中
国
地
方
と
九
州
北
部

で
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
深
刻
な
被

害
を
与
え
ま
し
た
。 

　
わ
た
し
た
ち
は
、
常
に
災
害
の
危

険
と
隣
り
合
わ
せ
で
生
活
し
て
い
ま

す
。「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
は

大
丈
夫
」
と
い
う
油
断
で
、
時
と
し

て
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
の
防
災
対

策
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
家
族
の

命
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

■
　地
震
が
あ
っ
た
ら 

　
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
落
ち
着

い
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ

か
ら
地
震
の
際
の
心
構
え
を
身
に
付

け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。  

○
丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
も

ぐ
り
、
頭
を
座
布
団
な
ど
で
保
護

し
ま
し
ょ
う
。 

○
戸
を
開
け
て
、
出
入
り
口
の
確
保

を
し
ま
し
ょ
う
。  

○
棚
や
、
棚
に
載
せ
て
あ
る
も
の
、

テ
レ
ビ
な
ど
が
落
ち
て
く
る
の
で
、

離
れ
て
揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
ち

ま
し
ょ
う
。  

○
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

☆
非
常
持
ち
出
し
品
の
中
身
を
確
認

し
、
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
所
に
置
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
（
明
か
り
、

医
薬
品
、
水
、
ラ
ジ
オ
、
食
料
、

衣
類
、
貴
重
品
な
ど
） 

  

■
　
参
加
機
関 

日
置
市
、
日
置
市
消
防
本
部
、
日
置

市
消
防
団
、
鹿
児
島
県
防
災
航
空
セ

ン
タ
ー
、
鹿
児
島
県
警
察
本
部
、
九

州
管
区
警
察
局
鹿
児
島
県
情
報
通
信

部
、
日
置
市
医
師
会
、
日
置
警
察
署
、

東
市
来
地
域
四
自
治
会
、
日
本
赤
十

字
社
鹿
児
島
県
支
部
日
置
市
地
区
日

赤
奉
仕
団
、
日
置
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
南
九
州
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ

ン
グ
株
式
会
社
、
南
九
州
ペ
プ
シ
コ

ー
ラ
販
売
株
式
会
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

九
州
救
助
犬
協
会
鹿
児
島 

　「
平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
日
、
吹
上
浜
沖
を
震
源
と
す
る
強
い
地
震
が
発

生
し
、
東
市
来
地
域
で
震
度
５
強
を
観
測
。
一
方
、
薩
摩
地
方
で
は
大
気
の

状
態
が
不
安
定
と
な
っ
て
お
り
、
豪
雨
、
降
り
始
め
か
ら
の
雨
量
は
多
い
と

こ
ろ
で
四
〇
〇
㍉
に
達
す
る
お
そ
れ
」 

　
ま
た
、
地
震
に
よ
る
多
数
の
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
が
発
生
し
、
豪
雨
に
よ

る
が
け
崩
れ
や
堤
防
の
決
壊
な
ど
へ
の
警
戒
が
必
要
な
状
況
下
。 

　
そ
の
時
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
。
い
ざ
と
い
う
時
の
判
断
と
行

動
が
生
死
を
分
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

日
ご
ろ
の
備
え
と
災
害
発
生
時
の 

　
　
　
す
ば
や
い
対
応
が
命
を
救
い
ま
す 

防
災
体
制
の
充
実
と 

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る 

日置市総合防災訓練 

避難誘導訓練 応急救護訓練 救助犬による行方不明者捜索訓練 

ボランティアセンターの設置・運用訓練 水防訓練（積み土のう工法） 消防による救出訓練 

県防災航空隊による救出訓練 

▲地域住民による初期消火訓練（バケツリレー） 

放水訓練 地域住民をはじめ多数の機関が参加 

災害用伝言ダイヤル 

携帯電話の災害用伝言板 

■災害用伝言ダイヤルの使用方法　 

■伝言板登録のしかた ■伝言板確認のしかた 

音声案内が流れるので、それに従って落ち着いて利用しましょう。 

※自分が被災地の人である場合は自宅の電話番号を、被災地以外の人の場合は被災地の人の電話番号を入れて下さい。 

※サービスの詳細はお持ちの携帯電話サービス会社にお問い合わせください。 

録音方法 伝言を録音する 1 7 1

録音を聞く 

1
再生方法 1 7 1 2

携帯電話各社のインター
ネットのトップページから「災
害用伝言板」を開く 

「登録」を選択して伝言
（100字程度）を入力する 

携帯電話各社のインター
ネットのトップページから「災
害用伝言板」を開く 

「確認」を選択して被災地
の人の携帯電話番号を入
力して伝言を見る 

非常時の通信方法を覚えましょう!



　
岐
阜
県
関
ヶ
原
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
派
遣
団
一
行
（
関
ヶ
原
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
少
年
団
、
十
五
人
）
が
七
月

三
十
一
日
か
ら
三
日
間
、
日
置
市
を

訪
れ
、
本
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
と

交
流
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
交
流
は
、
旧
伊
集
院
町
が
兄

弟
都
市
盟
約
を
締
結
し
て
い
た
関
ヶ

原
町
と
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
相
互

交
流
で
、
昭
和
五
四
年
か
ら
始
ま
り

今
年
で
三
十
回
目
と
な
り
ま
す
。 

　
初
日
は
、
市
内
の
各
少
年
団
員
約

百
五
十
人
が
参
加
し
チ
ェ
ス
ト
小
鶴

ド
ー
ム
で
歓
迎
式
典
が
行
な
わ
れ
、

伊
集
院
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
団
の
西

原
口
嶺
君
が
「
三
日
間
楽
し
く
交
流

し
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な

ど
で
交
流
し
ま
し
た
。 

　
二
日
目
は
、
来
年
、
関
ヶ
原
町
を

訪
問
す
る
伊
集
院
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
交
流
し
ま
し
た
。 

　
両
日
と
も
、
始
め
は
互
い
に
戸
惑

っ
て
い
ま
し
た
が
時
間
が
経
つ
に
つ

れ
、
次
第
に
打
ち
解
け
、
友
好
を
深

め
ま
し
た
。 

関
ヶ
原
町
ス
ポ
少
交
流
３０
年 

　
　
　
　
さ
ら
な
る
友
好
を
深
め
る 

関
ヶ
原
町
・
日
置
市 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
親
善
交
流 

７
／
３１
〜
８
／
２ 

　
八
月
六
日
か
ら
十
日
ま
で
、
小
学

生
六
人
の
交
流
団
が
岐
阜
県
大
垣
市

上
石
津
地
域
を
訪
問
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
、

歴
史
を
通
し
た
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
上
石
津
地
域
は
、
関
ヶ
原
合
戦
で

の
島
津
軍
の
敵
中
突
破
に
お
い
て
、

島
津
豊
久
が
戦
死
し
た
地
と
し
て
、

吹
上
地
域
と
歴
史
的
に
深
い
関
わ
り

が
あ
り
、
平
成
十
八
年
に
日
置
市
と

友
好
都
市
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

　
日
置
市
で
は
、
大
垣
市
と
の
友
好

親
善
を
深
め
る
た
め
に
、
青
少
年
交

流
団
を
隔
年
で
相
互
派
遣
し
て
い
ま

す
。 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
交
流
を
深
め
ま
し
た 

岐
阜
県
大
垣
市
青
少
年
交
流
事
業 

８
／
６
〜
８
／
１０
 

　
離
島
で
の
自
然
体
験
や
野
外
活
動
、

異
年
齢
集
団
に
よ
る
共
同
生
活
を
通

し
て
、
次
代
を
担
う
た
く
ま
し
い
青

少
年
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

青
少
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
い
お
う
島
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
度
ま
で
屋
久
島
で
行
っ
て
い

た
研
修
を
硫
黄
島
に
変
え
、
市
内
の

小
学
五
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で

の
児
童
・
生
徒
三
十
九
人
が
七
月
二

十
八
日
か
ら
の
三
泊
四
日
を
す
べ
て

テ
ン
ト
泊
、
そ
し
て
自
炊
と
い
う
日

程
で
行
い
ま
し
た
。 

　
島
内
で
の
移
動
も
す
べ
て
徒
歩
で

し
た
が
、
硫
黄
島
の
名
所
巡
り
や
歴

史
探
訪
な
ど
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
西
ア
フ
リ
カ
に
伝
わ
る
伝

統
打
楽
器
「
ジ
ャ
ン
ベ
」
体
験
や
、

海
水
が
赤
く
染
ま
っ
た
港
で
の
魚
釣

り
体
験
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で

は
各
班
か
ら
出
し
物
も
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
た

よ
う
で
す
。 

　
炊
飯
活
動
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
火
お
こ
し
や
調
理
な
ど
が
早
く
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
班
の
ま

と
ま
り
も
日
を
重
ね
る
ご
と
に
深
ま

り
、「
他
人
と
の
協
調
や
思
い
や
り

の
心
」
が
培
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
、
団
員
た
ち
が
こ
の
研
修
の

成
果
を
家
庭
や
学
校
、
地
域
で
発
揮

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

た
く
ま
し
い
青
少
年
の
育
成 

チ
ャ
レ
ン
ジ
い
お
う
島 

７
／
２８
〜
７
／
３１
 

　
関
ケ
原
の
合
戦
や
木
曽
三
川
の
宝

暦
治
水
工
事
で
活
躍
し
た
薩
摩
義
士

の
足
跡
を
た
ど
る
関
ケ
原
戦
跡
踏
破

隊
が
、
八
月
五
日
か
ら
四
泊
五
日
の

日
程
で
、
岐
阜
県
や
三
重
県
、
滋
賀

県
な
ど
の
史
跡
を
巡
り
ま
し
た
。 

　
日
置
市
は
、
岐
阜
県
関
ケ
原
町
、

滋
賀
県
多
賀
町
と
兄
弟
都
市
提
携
を

結
ん
で
お
り
、
夏
休
み
を
利
用
し
て

毎
年
、
踏
破
隊
が
訪
問
し
て
い
ま
す
。 

　
五
十
回
目
の
節
目
と
な
っ
た
今
年

の
踏
破
隊
に
は
、
小
学
五
年
生
か
ら

中
学
二
年
生
ま
で
の
隊
員
十
二
人
と

指
導
者
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
赤
い
陣
羽
織
姿
の
一
行
は
五
日
早

朝
伊
集
院
駅
を
出
発
し
、
昼
過
ぎ
に

は
岐
阜
県
関
ケ
原
町
に
到
着
。 

　
同
町
で
は
、
関
ケ
原
合
戦
で
敵
中

突
破
を
遂
げ
た
陣
跡
な
ど
を
見
学
。

ま
た
、
同
県
養
老
町
や
海
津
市
を
巡

り
宝
暦
治
水
工
事
で
犠
牲
と
な
っ
た

薩
摩
義
士
の
偉
業
を
学
び
ま
し
た
。 

　
三
日
目
か
ら
は
、
関
ケ
原
戦
を
し

の
び
、
島
津
越
え
の
滋
賀
県
多
賀
町

ま
で
の
約
六
十
㌔
を
踏
破
し
、
薩
摩

の
先
輩
の
生
き
方
を
学
ぶ
、
自
己
練

磨
の
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。 

島
津
越
え
で
６０
㌔
を
踏
破 

第
５０
回
　
関
ヶ
原
戦
跡
踏
破
隊 

８
／
５
〜
８
／
９ 

▲関ヶ原バレーボールスポーツ少年団の皆さん 

▲ソフトテニススポーツ少年団と交流 

▲ウォークラリー 

▲西アフリカに伝わる伝統打楽器「ジャンベ」体験 

▲団員らは、上石津の歴史など、吹上地域とのつながりについて学びました 



日
置
市
の
国
民
健
康
保
険 

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、

　
国
保
）
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
国
保
の
内
容
を
中
心
に
６

回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
う
と
？

　
ま
ず
、
あ
な
た
自
身
の
薬
代
負
担

が
減
り
ま
す
。 

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
価
格
（
新

薬
の
２
〜
７
割
）
は
、
平
均
す
る
と

新
薬
の
約
半
額
で
す
。 

　
具
体
的
に
代
表
的
な
薬
を
１
年
間

服
用
し
た
場
合
、
新
薬
と
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
の
価
格
差
は
、
表
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
医
療
費
は
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
市
、
国
全
体
の

医
療
費
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
も
し
、
特
許
期
間
が
過
ぎ
て
い
る

薬
が
、
す
べ
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
替
わ
れ
ば
、
日
本
の
医
療
費
は

年
間
で
約
１
兆
円
も
削
減
で
き
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

（
参
照
）
日
本
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
学
会 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド

を
使
お
う
！ 

　
９
月
中
旬
に
市
よ
り
「
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
配
布

し
ま
し
た
。
受
付
時
に
診
察
券
と
同

時
に
提
示
し
た
り
、
診
察
時
に
医
師

に
提
示
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
「
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
処
方
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
要
望
を
簡
単
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
不
安
な
と
き
は
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。 

　
日
本
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
学
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
か
ん
じ
ゃ
さ
ん
の

薬
箱
」
で
、
お
使
い
の
医
薬
品
名
を

入
力
す
る
と
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
が
検
索
で
き
ま
す
。 

（http://www.generic.gr.jp/

） 
 

　
次
回
シ
リ
ー
ズ
５
　
市
の
保
健
事

業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？ 

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後

発
医
薬
品
）
は
、
最
初
に
つ

く
ら
れ
た
薬
（
新
薬
：
先
発

医
薬
品
）
の
特
許
が
切
れ
た

後
に
、
開
発
、
製
造
、
販
売

さ
れ
る
医
薬
品
で
す
。 

　
新
薬
は
、
特
許
期
間
（
２０

〜
２５
年
）
が
満
了
す
る
ま
で

多
く
の
患
者
に
使
わ
れ
、
そ

の
成
分
の
有
効
性
や
安
全
性

は
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
も
新
薬

と
同
じ
規
制
の
も
と
、
開
発
、

製
造
、
販
売
さ
れ
、
品
質
管

理
は
よ
り
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
有
効
成
分
、

分
量
、
用
法
、
用
量
、
効
能

お
よ
び
効
果
が
同
じ
医
薬
品

と
し
て
新
た
に
申
請
さ
れ
ま

す
の
で
、
品
質
的
な
違
い
は

な
い
と
い
え
ま
す
。 

梅太郎 

　
地
区
公
民
館
に
は
、
地
区
民
か
ら

の
多
様
な
要
望
に
対
応
す
る
た
め
に
、

市
内
２６
カ
所
に
館
長
、
地
域
づ
く
り

指
導
員
、
地
域
づ
く
り
主
事
補
を
配

置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
地
区

の
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
を
支
え
る

こ
と
も
目
的
の
ひ
と
つ
で
す
。 

　
館
長
が
地
域
づ
く
り
の
全
体
統
括

を
、
指
導
員
は
活
動
の
指
導
、
助
言

を
、
主
事
補
は
事
務
や
補
佐
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
地
区
の
運
営
は
、
役
職
員
の
ほ
か
、

総
務
や
青
少
年
、
女
性
、
高
齢
者
、

産
業
、
体
育
な
ど
の
専
門
部
が
設
置

さ
れ
、
事
業
の
実
施
や
懸
案
事
項
の

検
討
を
専
門
的
に
対
応
で
き
る
よ
う

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
２０
カ
所
の
地
区
公
民
館
で

は
、
行
政
窓
口
機
能
を
併
設
し
、
住

民
票
な
ど
の
発
行
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
証
明
書
等
の
発
行
は
現
在
、

毎
週
火
、
木
曜
日
の
午
前
中
で
す
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
従
来
か
ら
の
生
涯
学

習
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
充
実
さ
れ
、

地
域
の
学
習
要
求
に
応
じ
た
さ
ま
ざ

ま
な
講
座
な
ど
が
活
発
に
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
前
述

の
職
員
が
、
社
会
教
育
指
導
員
、
公

民
館
主
事
補
と
い
う
立
場
で
支
援
し

て
い
ま
す
。 

  

　
こ
れ
ま
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日

置
市
の
地
区
公
民
館
は
、
小
学
校
区

ま
た
は
旧
小
学
校
区
の
範
囲
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
広
さ
や
人
口
、

産
業
、
地
域
資
源
が
そ
れ
ぞ
れ
違
い

ま
す
。 

　
人
口
も
、
一
万
人
を
越
え
る
地
区

か
ら
、
自
治
会
統
合
に
よ
り
自
治
会

と
同
規
模
の
地
区
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
地
区
を
構
成
す
る
自
治
会
の
数

も
異
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
地
区
が
持
っ
て
い
る
個

性
を
活
か
し
た
活
動
を
支
援
し
な
が

ら
、
共
生
・
協
働
の
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
共
生
・
協
働
の
地
域
づ
く
り
に
は

「
人
間
」「
財
源
」「
権
限
」
が
必
要

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
区
を
取

り
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
や
、

活
動
の
継
続
性
に
不
可
欠
な
財
源
の

確
保
、
そ
し
て
地
域
内
分
権
と
も
い

わ
れ
る
行
政
か
ら
地
区
な
ど
へ
の
権

限
の
委
譲
。 

　
地
区
公
民
館
を
拠
点
と
し
た
共
生
・

協
働
の
地
域
づ
く
り
に
は
、
地
域
の

総
動
員
が
必
要
で
す
。 

　
地
区
振
興
計
画
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
区
公
民
館
を
中
心
と
し
た

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
地
区
ご
と
に
話
し
合
い
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
地
区
公
民
館
に
は
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
な
が
ら
、
と
り
ま
と

め
た
り
、
市
と
の
つ
な
ぎ
役
と
な
っ
た
り
し
て
活
躍
す
る
役
職
員

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

個
性
あ
る
地
区
を
支
え
る 

人
間
・
財
源
・
権
限 

（表）　病名の代表的な薬を１回／日使用し、１年間服用した場合の比較表 

脂質異常症（高脂血症）の場合 

（注）　表の金額は、薬代のみを計算した場合です。服用する患者が窓口で支払う場合は、薬代以外に、 
　　医師の技術料や検査料も含まれています。 
（参照）　日本ジェネリック医薬品学会 2008.4月現在 

期間 対　象　者 新　　薬 ジェネリック医薬品 差　　額 

１年間 
１割負担の方 

３割負担の方 

4,380円 

13,140円 

1,830円 

5,480円 

2,550円 

7,660円 

高血圧症の場合 

期間 対　象　者 新　　薬 ジェネリック医薬品 差　　額 

１年間 
１割負担の方 

３割負担の方 

2,920円 

8,760円 

730円 

2,190円 

2,190円 

6,570円 

糖尿病の場合 

期間 対　象　者 新　　薬 ジェネリック医薬品 差　　額 

１年間 
１割負担の方 

３割負担の方 

7,300円 

21,900円 

4,380円 

13,140円 

2,920円 

8,760円 

協働の地域づくり事業助成 
事業団体を募集しています 

地区公民館の状況 

　日置市では、市民自らが地域資源や人材を活
かして取り組む、協働に役立つ公益性の高い事
業に対し、その経費の一部を助成します。 

地域活性化のイベント 
世代間・地域間交流 
地場産品の活用開発 
地域人材の養成　　　など 
　＊既存の事業は除きます。 
５人以上の団体で責任者が明確で、
継続的に活動できること。 
補助率３/４以内 
（助成限度10万円） 
公益性、モデル性、実現性、発展性
など 
平成21年 10月２日（金） 

　詳しくは、９月11日発行のお知らせ版または
企画課コミュニティ係へお問い合わせください（内
線1263）。 

対象事業 
 
 
 
 
対 象 者 
 
助成金額 
 
審査基準 
 
申請締切 

＊人口は平成21年４月１日現在住基 
＊日吉町諏訪自治会は２地区に所属 
＊証明書取扱いのない地区は最寄りの郵便局か支所をご利用ください 

高　　山 

上 市 来 

皆　　田 

湯　　田 

美　　山 

伊 作 田 

鶴　　丸 

伊 集 院 

伊集院北 

妙 円 寺 

土　　橋 

飯 牟 礼 

住　　吉 

日　　新 

日　　置 

吉　　利 

扇　　尾 

伊　　作 

花　　田 

野　　首 

藤　　元 

平 鹿 倉 

和　　田 

吹　　上 

永　　吉 

坊　　野 

274－9856 

274－3665 

274－2152 

274－2863 

274－9150 

274－9870 

274－2511 

273－0315 

273－0769 

272－4550 

273－9130 

273－1632 

292－3567 

292－2312 

292－2111 

292－3615 

292－4060 

296－6533 

296－3021 

296－2127 

296－2896 

296－2889 

296－3031 

296－2083 

297－2005 

297－2846

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

○ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

○ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

○ 

6 

9 

4 

8 

4 

12 

8 

33 

14 

8 

4 

7 

5 

3 

7 

3 

1 

17 

7 

4 

5 

3 

7 

4 

13 

1

247 

1,526 

623 

4,543 

609 

2,051 

3,062 

11,817 

3,758 

5,725 

1,207 

1,111 

832 

856 

2,341 

1,188 

234 

3,413 

856 

424 

542 

150 

704 

973 

1,460 

203

東
　
　
市
　
　
来 

伊
　
集
　
院 

日
　
　
　
吉 

吹
　
　
　
　
　
上 

地区名 電話番号 人口（人） 証明書 
取扱 

自治会 
数 地域 

に
ん
げ
ん
　
　
　
　
ざ
い
げ
ん
　
　
　
　
け
ん
げ
ん 



　
地
域
審
議
会
合
同
会
が
七
月
三
十

日
、
日
置
市
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
地
域
審
議
会
は
合
併
後
の
市
町
村

に
お
い
て
、
行
政
区
域
が
広
が
る
こ

と
で
地
域
事
情
や
住
民
の
意
見
が
施

策
に
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
旧
町
単
位
の
地
域
ご
と

に
設
置
で
き
る
も
の
で
、
日
置
市
で

も
四
地
域
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
各
種
団
体
の
代
表
や
公
募
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
委
員
は
任
期
が
二
年
で

今
年
度
か
ら
三
期
目
。
最
初
の
会
議

と
な
っ
た
合
同
会
で
は
、
今
年
度
の

市
の
予
算
概
要
や
総
合
計
画
に
か
か

る
主
要
施
策
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

地
域
の
課
題
と
そ
の
解
決
策
へ
の
要

望
や
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
提
案
な

ど
、
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
来
年
度
の
総
合
計
画
実

施
計
画
策
定
に
向
け
た
審
議
や
、
地

域
で
必
要
な
事
項
の
協
議
な
ど
、
地

域
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
地
域
と
行
政

を
結
ぶ
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
き

ま
す
。 

３
期
目
の
地
域
審
議
会
が
ス
タ
ー
ト 

地
域
審
議
会
合
同
会 

　
市
川
修
一
さ
ん
と
増
元
る
み
子
さ

ん
が
、
吹
上
浜
で
北
朝
鮮
の
工
作
員

に
拉
致
さ
れ
て
三
十
一
年
目
を
迎
え

た
八
月
十
二
日
、
吹
上
浜
拉
致
事
件

広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
活
動
は
平
成
八
年
か
ら
鹿
児
島
県

警
や
沿
岸
防
犯
協
力
会
、
行
政
な
ど

が
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。 

　
こ
の
日
は
、
さ
つ
ま
湖
休
憩
所
前

な
ど
で
鹿
児
島
県
警
が
作
成
し
た
チ

ラ
シ
を
、
市
川
さ
ん
の
兄
健
一
さ
ん

夫
婦
と
増
元
さ
ん
の
弟
輝
明
さ
ん
夫

婦
や
関
係
者
五
十
人
が
通
行
車
両
に

対
し
配
布
し
、
事
件
に
関
す
る
情
報

提
供
や
事
件
を
風
化
さ
せ
な
い
で
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
事
件
か
ら
三
十
一
年
が
経
過
。
一

日
も
早
い
全
容
解
明
、
全
面
解
決
に

向
け
て
、
地
道
な
活
動
が
続
き
ま
す
。 

拉
致
事
件
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に 

吹
上
浜
拉
致
事
案
広
報
活
動 

新
火
葬
場
完
成 

　
吹
上
地
域
婦
人
ふ
れ
あ
い
運
動
会

が
七
月
四
日
、
吹
上
浜
公
園
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
運
動
会
は
、
吹
上
地
域
内
の

女
性
が
一
堂
に
会
し
連
携
を
深
め
、

お
互
い
を
理
解
し
あ
う
こ
と
で
、
よ

り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う

と
開
催
す
る
も
の
で
す
。 

　
運
動
会
に
は
地
域
の
女
性
団
体
約

百
五
十
人
が
参
加
。 

　
会
場
で
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
競

技
に
市
長
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
の

方
も
参
加
し
、
終
日
歓
声
と
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
来
年
は
年
齢
を
問
わ
ず
、
も
っ
と

多
く
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

女
性
の
元
気
で
地
域
活
性
化 

吹
上
地
域
婦
人
ふ
れ
あ
い
運
動
会 

　
前
日
置
市
教
育
委
員
の
上
内
修
一

さ
ん
（
日
吉
）
の
永
年
の
功
績
に
対

し
、
全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合

会
か
ら
表
彰
が
あ
り
七
月
十
六
日
、

教
育
長
室
に
お
い
て
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
上
内
さ
ん
は
平
成
六
年
か
ら
平
成

十
七
年
ま
で
旧
日
吉
町
の
教
育
委
員

と
し
て
、
そ
の
間
、
三
年
六
カ
月
に

わ
た
り
教
育
委
員
長
も
務
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
十
七
年
か
ら
平
成
二

十
年
ま
で
は
日
置
市
教
育
委
員
と
し

て
、
通
算
十
四
年
余
り
に
わ
た
っ
て

務
め
ら
れ
、
小
中
学
校
の
施
設
整
備

の
充
実
や
弓
道
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
の
整
備
な
ど
教
育
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
表
彰 

上
内
修
一
さ
ん（
日
吉
） 

　
市
内
の
水
道
工
事
業
者
で
つ
く
る

日
置
市
管
工
事
組
合
（
新
山
淳
二
会

長
）
の
皆
さ
ん
が
八
月
十
九
日
、
吹

上
浜
公
園
相
撲
場
周
辺
の
ト
イ
レ
掃

除
と
周
辺
の
草
取
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
日
置
市
合
併
後
四
地
域
合
同
で
の

活
動
は
初
め
て
。
二
十
八
社
、
三
十

四
人
の
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
ト
イ
レ

の
清
掃
や
、
雑
草
の
除
去
に
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。 

　
約
二
時
間
で
作
業
は
終
了
。
見
違

え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

　
同
組
合
で
は
、
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
や
水
道
工
事
技
術
向
上
の
研

修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

清
掃
作
業
で
地
域
に
恩
返
し 

日
置
市
管
工
事
組
合 

子
ど
も
た
ち
に 

　
家
庭
の
ぬ
く
も
り
を 

１０
月
は
里
親
月
間
で
す 

活
発
な
意
見
交
換
会 

女
性
議
員
と
語
る
会 

　
日
吉
地
域
各
種
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
主
催
の
「
女
性
議
員
と
語
る
会
」

が
八
月
一
日
、
日
吉
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
会
員
約
五
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

　
女
性
議
員
の
方
々
の
「
教
育
・
少

子
高
齢
化
・
福
祉
・
環
境
・
農
業
」

に
つ
い
て
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
た
後
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
意
見
交
換
会
で
は
、
教
育
や
少
子

高
齢
化
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
や
質
問
が
飛
び
交
い
、

時
間
が
足
り
な
い
ほ
ど
有
意
義
な
会

と
な
り
ま
し
た
。 

　
敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
小
野
馬
場

女
性
会
（
月
野
峯
子
会
長
）
の
会
員

に
よ
る
敬
老
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
作
成
が
、

七
月
二
十
八
日
と
二
十
九
日
の
二
日

間
、
小
野
馬
場
自
治
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
日
本
タ
オ
ル
や
大
判
の

ハ
ン
カ
チ
を
会
員
で
持
ち
寄
り
、
腕

カ
バ
ー
や
手
ぬ
ぐ
い
風
の
帽
子
を
作

成
し
、
散
歩
時
や
庭
い
じ
り
の
際
に

日
よ
け
用
と
し
て
使
っ
て
も
ら
え
た

ら
と
、
日
ご
ろ
の
感
謝
と
ね
ぎ
ら
い

の
心
を
こ
め
て
会
員
一
同
、
一
生
懸

命
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
作
品
は
、
九
月
二
十
一
日
に
行
わ

れ
た
自
治
会
主
催
の
敬
老
会
で
手
渡

し
ま
し
た
。 

敬
老
の
日
を
前
に
し
て 

小野馬場 
自治会 
女性会 

「白亀苑」 



　「
国
際
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
０
９
」
が
八
月
二
日
、

江
口
浜
海
浜
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
今
年
は
、
県
内
外
か
ら
三
十
四
組

の
参
加
が
あ
り
、
二
時
間
と
い
う
短

い
制
限
時
間
の
中
で
各
チ
ー
ム
そ
れ

ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
を
制
作

し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
会
場
で
は
貝
掘
り
や
積

み
上
げ
た
砂
山
の
高
さ
を
競
う
「age 

age

（
ア
ゲ
　
ア
ゲ
） 

２
０
０
９
」

な
ど
大
人
と
子
ど
も
が
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、

会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
上
位
入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

　
優
勝
　
バ
ッ
カ
ス 

　
二
位
　
ム
ジ
ナ
・
重
水
家 

　
三
位
　
パ
パ
ー
ズ 

砂
の
像
　
つ
く
っ
た
ぞ
う 

国
際
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９ 

　「
北
山
の
火
振
り
」
が
八
月
十
五
日
、

北
山
自
治
会
（
東
市
来
）
の
納
骨
堂

広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
「
火
振
り
」
は
、
百
年
以
上

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
お
盆
の
伝
統

行
事
で
、
長
さ
五
、
六
メ
ー
ト
ル
も

あ
る
青
竹
の
先
端
に
く
く
り
つ
け
た

た
い
ま
つ
に
火
が
つ
け
ら
れ
、
力
い

っ
ぱ
い
南
北
に
振
り
、
精
霊
を
送
り

ま
す
。 

　
火
の
粉
を
散
ら
し
な
が
ら
舞
う
炎

が
夏
の
夜
空
を
彩
り
、
乾
い
た
竹
の

は
じ
け
る
音
が
辺
り
に
響
き
わ
た
り

ま
し
た
。 

　
目
の
前
で
披
露
さ
れ
る
「
火
振
り
」

の
迫
力
に
会
場
に
つ
め
か
け
た
地
域

の
方
々
か
ら
は
、
多
く
の
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。 

精
霊
を
送
り
出
す
炎 

北
山
の
火
振
り 

地
域
の
伝
統
を
つ
な
ぎ
ま
し
た 

伊
作
太
鼓
踊
奉
納 

　
永
吉
川
筏
下
り
が
八
月
五
日
、
同

流
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
地
域
へ
の
思
い
を
込
め
た
手
づ
く

り
の
筏
八
枚
が
参
加
、
出
発
点
の
川

久
保
橋
か
ら
終
点
の
浜
田
橋
ま
で
を

電
飾
を
点
滅
さ
せ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

下
り
、
川
面
に
映
え
て
い
ま
し
た
。 

　「
永
吉
の
郷
社
」
久
多
島
神
社
夏

祭
り
を
盛
り
上
げ
る
為
に
、
地
区
青

壮
年
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
て
き
た

こ
の
筏
下
り
も
今
年
で
二
十
一
回
目

の
開
催
と
な
り
、
夏
の
風
物
詩
と
し

て
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
各
部
門
の
最
優
秀
賞
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

【
筏
部
門
】 

　
　
下
草
田
希
望
号
（
２
区
） 

【
標
語
部
門
】 

　
　
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
５
号
（
５
区
） 

　
　「
清
流
に
　
彦
星
が
映
え
る 

　
　
　豊
か
な
山
河
　
共
に
残
そ
う 

　
　
　筏
下
り
」 

地
域
の
思
い
を
乗
せ
て
筏
下
り 

第
２１
回
永
吉
川
筏
下
り 

和
太
鼓
の
領
域
を
超
え
た
演
奏
を
披
露 

吹
上
青
松
太
鼓 

▲優勝チーム　バッカス 

▲吉利南区太鼓踊り 

▲諏訪太鼓踊り 

　
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振
興
会
（
北

野
和
則
会
長
）
が
七
月
十
九
日
、
東

京
都
新
宿
区
の
日
本
青
年
館
で
東
京

公
演
を
行
い
ま
し
た
。 

　
同
会
は
平
成
六
年
結
成
。
公
演
は

十
五
周
年
の
節
目
に
、
故
郷
を
離
れ

て
関
東
で
暮
ら
す
出
身
者
に
、
郷
土

に
生
き
る
若
者
の
熱
い
想
い
を
、
太

鼓
で
届
け
た
い
と
開
催
し
た
も
の
で

す
。 

　
公
演
の
テ
ー
マ
は
、
十
五
周
年
の

歩
み
を
振
り
返
り
、
新
た
な
歩
を
踏

み
出
す
た
め
に
「
道
」。 

　
開
演
前
、
懐
か
し
い
顔
を
見
つ
け

て
は
鹿
児
島
弁
が
飛
び
交
う
日
本
青

年
館
。
そ
の
ス
テ
ー
ジ
で
吹
上
青
松

太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
十
四
人
は
、
和
太

鼓
の
領
域
を
超
え
た
演
奏
を
披
露
、

歓
声
と
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。 

　
来
場
者
は
「
太
鼓
の
響
き
に
吹

上
浜
を
思
い
出
し
、
打
ち
手
の
笑

顔
に
元
気
を
も
ら
っ
た
」
と
満
足

げ
。 

　
ゲ
ス
ト
と
し
て
日
置
市
出
身
の

歌
手
、
福
元
慎
一
さ
ん
の
シ
ョ
ー

や
、
日
置
市
に
本
部
を
置
く
少
林

寺
流
錬
心
舘
東
京
地
区
本
部
の
演

舞
が
花
を
添
え
ま
し
た
。 

　
会
長
の
北
野
さ
ん
は
「
夢
と
希

望
と
感
動
を
与
え
る
ス
テ
ー
ジ
が

で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
期
一
会

を
大
切
に
精
進
し
た
い
」
と
目
を
細

め
て
い
ま
し
た
。 

　
同
会
の
十
五
周
年
記
念
公
演
は
九

月
二
十
二
日
、
日
置
市
伊
集
院
文
化

会
館
で
も
開
か
れ
ま
し
た
。 

い
か
だ 

　
吉
利
南
区
太
鼓
踊

り
が
八
月
二
十
二
日

に
、
日
置
諏
訪
太
鼓

踊
り
が
同
月
三
十
日

に
そ
れ
ぞ
れ
神
社
で

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
前
に
は
大
き
な
太

鼓
を
、
後
ろ
に
は
色

鮮
や
か
な
矢
旗
を
背

負
い
、
猛
暑
の
中
、

汗
を
流
し
な
が
ら
懸

命
に
踊
る
踊
り
手
。 

　
そ
の
勇
壮
な
踊
り

が
、
日
吉
地
域
の
施

設
や
公
民
館
な
ど
で

も
披
露
さ
れ
、
大
き

な
喝
さ
い
を
浴
び
ま

し
た
。 

軽
や
か
な
鉦
の
音
と
力
強
い
太
鼓
が
響
く
！ 

日
吉
地
域
太
鼓
踊
り（
吉
利
南
区
・
日
置
諏
訪
） 

　
鹿
児
島
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
で

も
あ
る
伊
作
太
鼓
踊
が
八
月
二
十
八

日
、
南
方
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
六
保
存
会
が
毎
年
輪
番
で
奉
納
し

て
お
り
、
今
年
は
入
来
太
鼓
保
存
会

が
そ
の
担
当
。
保
存
会
で
は
、
奉
納

に
向
け
て
二
月
か
ら
奉
納
日
ま
で
ひ

た
す
ら
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。 

　
境
内
に
響
く
鉦
や
太
鼓
の
音
に
合

わ
せ
矢
旗
を
し
な
ら
せ
る
勇
壮
な
踊

り
に
、
観
衆
は
惜
し
み
な
い
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
猛
暑
の
中
、

二
日
間
に
わ
た
り
四

十
カ
所
あ
ま
り
で
披

露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
太
鼓
踊
と

い
う
伝
統
を
つ
な
ご

う
と
、
地
域
の
関
係

者
そ
し
て
家
族
ら
は

事
前
の
準
備
か
ら
当

日
の
付
き
添
い
ま
で
、

側
面
か
ら
支
え
ま
し
た
。 

　
伊
作
太
鼓
踊
は
、
応
永
十
三
（
一

四
〇
六
）
年
の
、
伊
作
島
津
家
第
四

代
の
城
主
久
義
が
田
布
施
攻
め
の
戦

勝
踊
り
が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 



　「
日
置
市
一
日
丸
ご
と
英
語
体
験
」

が
八
月
十
七
日
、
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
市
内
の
参
加
希
望

の
児
童
（
五
・
六
年
生
）
と
外
国
人

指
導
助
手
・
国
際
交
流
員
お
よ
び
日

置
市
内
小
学
校
教
諭
な
ど
が
、
英
語

を
使
い
な
が
ら
、
一
日
を
過
ご
し
て

み
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
今
年
は
二
十
九
人
と
い
う
多
く
の

児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
児
童
は
外
国
人
指
導
助
手
や
国
際

交
流
員
の
英
語
に
よ
る
説
明
を
聞
き

な
が
ら
英
語
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、

韓
国
料
理
の
チ
ヂ
ミ
作
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
り
し
ま
し
た
。 

　
最
初
は
、
戸
惑
い
が
ち
だ
っ
た
子

ど
も
た
ち
も
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
、

簡
単
な
英
単
語
を
話
し
た
り
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
交
え
た
り
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
外
国
人
指
導
助
手
や
国
際
交

流
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

　
参
加
し
た
児
童
に
覚
え
た
言
葉
を

尋
ね
る
と
、
一
番
多
か
っ
た
答
え
は
、

「
Ｍ
ａ
ｙ
　
Ｉ
　
ｈ
ｅ
ｌ
ｐ
　
ｙ
ｏ
ｕ
？
」

（
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
？
）
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
英
会
話
を

覚
え
た
こ
と
に
加
え
、
他
校
の
児
童

と
友
達
に
な
れ
た
こ
と
も
、
心
に
残

っ
た
よ
う
で
す
。 
英
語
の
楽
し
さ
に
つ
い
て
学
ぶ 

日
置
市
一
日
丸
ご
と
英
語
体
験 

　「
妙
円
寺
詣
り
の
歌
」
の
暗
唱
大

会
が
八
月
二
十
一
日
、
伊
集
院
地
域

の
各
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
２２
番
ま
で
あ
る
同
歌
を

覚
え
る
こ
と
で
郷
土
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
伊
集
院
の
小
中
学
生

を
対
象
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
恒
例

行
事
で
す
。 

　
今
年
の
参
加
者
は
、
月
色
コ
ー
ス

（
２２
番
ま
で
）
七
十
五
人
、
烏
頭
坂

コ
ー
ス
（
１５
番
ま
で
）
百
十
一
人
、

団
体
七
十
七
団
体
（
二
百
四
人
）。

全
員
が
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
歌
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
今
年
で
月
色
コ
ー
ス
三
回
完
唱
の

下
島
奏
く
ん
（
妙
円
寺
小
六
年
）
は
、

「
妹
弟
と
練
習
し
ま
し
た
。
中
学
生

の
兄
も
僕
た
ち
の
練
習
を
聞
い
て
く

れ
ま
し
た
。
今
年
は
緊
張
せ
ず
、
堂
々

と
で
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。 

　
月
色
コ
ー
ス
完
唱
者
は
、
十
月
に

開
催
さ
れ
る
、
妙
円
寺
詣
り
フ
ェ
ス

タ
で
歌
を
披
露
す
る
予
定
で
す
。 

元
気
よ
く
郷
土
の
歌
を
暗
唱
♪ 

妙
円
寺
詣
り
の
歌
暗
唱
大
会 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
で
楽
し
さ
を
実
感 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
会 

　
夏
休
み
期
間
中
の
八
月
四
日
・
五

日
と
十
九
日
・
二
十
日
に
、
中
央
公

民
館
お
よ
び
日
吉
地
域
中
央
公
民
館
、

吹
上
地
域
中
央
公
民
館
で
「
わ
く
わ

く
作
文
塾
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
夏
は
、
延
べ
四
百
人
の
児
童
お

よ
び
六
十
五
人
の
小
学
校
教
諭
が
参

加
し
ま
し
た
。 

　
児
童
は
、「
わ
く
わ
く
作
文
塾
」

で
作
文
の
構
想
・
記
述
・
推
敲
の
仕

方
を
学
び
、
夏
休
み
の
思
い
出
な
ど

を
作
文
用
紙
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、

書
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
児
童
は
、
次
の
よ
う
な

感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　「
書
く
こ
と
が
頭
の
中
に
一
杯
で

き
て
楽
し
か
っ
た
」（
二
年
児
童
）、 

「
自
分
で
ど
ん
ど
ん
作
文
を
書
け
る

よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
」（
四
年

児
童
）、「
友
達
と
、
こ
の
言
葉
は
適

切
か
ど
う
か
話
し
合
う
こ
と
で
、
自

分
の
思
い
も
つ
か
な
か
っ
た
言
葉
を

考
え
つ
く
こ
と
が
で
き
た
」（
六
年

児
童
） 

　
ま
た
、
保
護
者
か
ら
は
次
の
よ
う

な
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　「
家
で
集
中
し
て
作
文
を
書
く
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
作

文
と
い
う
と
、
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
。
で
も
、
わ
く
わ
く
作
文

塾
を
参
観
し
て
、
作
文
っ
て
楽
し
い

も
の
だ
と
思
っ
た
」 

　「
わ
く
わ
く
作
文
塾
」
は
、
冬
休

み
中
に
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ

の
際
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
ご
案

内
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

書
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
う わ

く
わ
く
作
文
塾 

ち
い
さ
な
ま
つ
ぼ
っ
く
り
劇
場 

▲集落内を歩いて探検 

▲探検した結果を発表 ▲探検マップの作成 

　
ち
い
さ
な
ま
つ
ぼ
っ
く
り
劇
場
（
パ

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ー
、
影
絵
、
大
型
立
体

紙
芝
居
）
が
八
月
七
日
、
日
吉
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、
園
児
や
親
子
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
影
絵
で
は
、
み
ん
な
の
大
好
き
な

歌
と
と
も
に
人
形
た
ち
が
踊
り
だ
す

と
、
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
元
気
よ

く
歌
っ
た
り
、
カ
ニ
や
鳩
な
ど
手
を

使
っ
た
影
絵
を
教
わ
っ
て
、
ス
ク
リ

ー
ン
で
体
験
し
た
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
大
型
紙
芝
居
が
始
ま
る
と
、

み
ん
な
静
か
に
話
を
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
お
は
な
し
と
歌
と
音
楽
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
た
お
は
な
し
お
じ
さ
ん
の

公
演
に
、
参
加
者
は
と
て
も
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

緑
を
守
る
活
動
を
訴
え
最
優
秀
賞
を
受
賞 

鹿
児
島
県
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
大
会 

　
鹿
児
島
県
緑
の
少
年
団
活
動
発
表

大
会
が
八
月
一
日
、
霧
島
市
溝
辺
町

で
行
わ
れ
、
日
置
市
か
ら
「
伊
集
院

町
緑
の
少
年
団
」
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
県
内
各
地
区
の
代
表
五

団
が
発
表
、
伊
集
院
町
緑
の
少
年
団

は
「
学
校
林
を
生
か
し
、
緑
を
守
る

活
動
の
試
み
」
と
題
し
、
矢
筈（
や

は
ず
）岳
・
諸
正
岳
の
植
林
作
業
や

椎
茸
栽
培
、
校
庭
の
樹
木
調
べ
・
緑

の
募
金
活
動
を
と
お
し
て
、
自
然
を

守
り
続
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。 

　
審
査
の
結
果
、
同
少
年
団
は
、
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
、
来
年
七
月
に
青

森
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場

す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

　
地
域
の
資
源
や
問
題
点
を
探
る
「
ふ

る
さ
と
水
土
里
の
探
検
隊
」
が
八
月

九
日
、
飯
牟
礼
地
区
（
伊
集
院
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
い
つ
も
住
ん
で
い
る
地

域
内
を
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

一
緒
に
な
っ
て
点
検
し
、
地
域
の
夢

や
将
来
像
を
考
え
て
い
く
も
の
で
す
。 

　
こ
の
日
は
、
地
区
の
住
民
や
鹿
児

島
国
際
大
学
地
域
創
生
学
科
の
学
生

な
ど
関
係
者
約
百
五
十
人
が
参
加
、

七
班
に
分
か
れ
て
歩
き
な
が
ら
集
落

内
の
「
良
い
と
こ
ろ
」
や
「
悪
い
と

こ
ろ
」
を
点
検
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
飯
牟
礼
小
体
育
館
で
班

ご
と
に
点
検
し
た
結
果
や
将
来
の
夢

を
書
き
込
ん
だ
探
検
マ
ッ
プ
を
作
成

し
発
表
し
ま
し
た
。 

　
探
検
隊
の
参
加
者
か
ら
は
「
街
灯

が
な
い
」、「
用
水
路
が
危
な
い
」、「
ク

ワ
ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
が
た
く
さ
ん

い
る
木
が
あ
る
の
で
残
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
い
ま
し

た
。 

　
今
後
、
さ
ら
に
課
題
な
ど
を
抽
出

し
、
地
区
の
実
践
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

地
域
ぐ
る
み
で
将
来
像
を
描
く
探
検
隊 

ふ
る
さ
と
水
土
里
の
探
検
隊 

　
永
吉
交
換
局
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
化
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
六
月
二
十
五

日
か
ら
永
吉
地
区
で
も
快
適
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
初
心
者
の
方
や
今

ま
で
興
味
が
な
か
っ
た
方
に
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
気
軽
に
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
、
大
寺
聡
さ
ん
（
吹
上

町
永
吉
）
が
八
月
十
二
日
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
体
験
会
で
は
、
実
際
に
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
テ
レ
ビ
電
話
で
話
し
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
つ
な
い
で
検
索

し
た
り
と
実
演
し
な
が
ら
説
明
し
ま

し
た
。 

　
参
加
者
は
「
生
活
に
密
着
し
て
い

て
、
使
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」、

「
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
す
ぐ
調
べ

ら
れ
て
、
と
て
も
便
利
」
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
楽
し
さ
、
便
利
さ
を
実

感
し
た
よ
う
で
し
た
。 

カ
ラ
フ
ル
な
影
絵
の
世
界
！ 

み
　
ど
　
り 



　
親
子
地
引
き
網
大
会
が
大
空
会
（
妙

円
寺
小
）・
お
や
じ
の
会
（
伊
集
院
小
）・

父
ち
ゃ
ん
の
会
（
伊
集
院
北
小
）
合

同
で
八
月
一
日
、
東
市
来
の
江
口
浜

海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
の
参
加
者
は
、
約
百
二
十

人
。
二
手
に
分
か
れ
、
お
互
い
の
バ

ラ
ン
ス
を
み
な
が
ら
、
力
い
っ
ぱ
い

網
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
、

海
の
中
に
入
り
な
が
ら
魚
が
逃
げ
な

い
よ
う
に
慎
重
に
網
を
引
き
上
げ
ま

し
た
。 

　
地
引
き
網
体
験
が
初
め
て
の
親
子

も
多
く
、
魚
が
見
え
る
と
大
き
な
歓

声
が
上
が
り
、
み
ん
な
大
喜
び
。 

　
初
め
て
体
験
し
た
米
丸
樹
君
（
伊

集
院
小
五
年
）
は
「
網
を
引
く
の
は
、

重
た
く
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
夏
休

み
の
楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
し
、
獲
れ
た
て
の
魚
を
手
に
と

て
も
満
足
そ
う
で
し
た
。 

　
日
置
市
の
日
吉
地
域
担
当
の
新

し
い
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ラ
イ
ム

リ
ー
（
ロ
ン
ド
ン
近
郊
）
出
身
の

プ
ラ
イ
ス
・
ケ
ネ
ス
さ
ん
が
着
任

し
ま
し
た
。 

　
八
月
三
日
に
は
、
市
長
・
副
市

長
へ
の
あ
い
さ
つ
を
済
ま
せ
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
と
し
て
の
決
意
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。 

　
ケ
ネ
ス
先
生
は
、
母
親
が
日
本

人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
本
語

も
あ
る
程
度
理
解
で
き
る
そ
う
で

す
。 

　
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教
え
る

こ
と
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

見
か
け
た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。 

　
チ
ャ
ー
リ
ー
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
た
日
吉
地
域
担
当
の
外
国

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
シ
ャ

ー
ロ
ッ
ト
・
ス
プ
リ
ン
グ
（
イ
ギ

リ
ス
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
出
身
）
さ
ん

が
、
任
期
満
了
の
た
め
帰
国
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
チ
ャ
ー
リ
ー
先
生
は
、
任
期
中
、

各
学
校
で
の
英
語
教
育
だ
け
で
な

く
、
せ
っ
ぺ
と
べ
な
ど
の
地
域
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
多
く

の
人
と
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。 

　
帰
国
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
教
師
の

勉
強
も
し
て
み
た
い
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。 

大
漁
！ 

新
鮮
な
魚
に
大
満
足 

触
れ
て
感
じ
る
小
さ
な
命 

乳
児
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
活
躍 

小
原
遼
仁
君（
競
歩
）・
重
江
誉
寛
君（
ボ
ク
シ
ン
グ
） 

　
第
六
回
こ
け
け
杯
中
学
校
サ
ッ
カ

ー
大
会
が
八
月
八
日
か
ら
九
日
ま
で

東
市
来
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、

東
市
来
中
学
校
が
二
年
連
続
優
勝
し

ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
、
県
内
お
よ
び
宮
崎
県

か
ら
二
十
八
チ
ー
ム
が
参
加
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
、
日
置
市
内
か

ら
三
チ
ー
ム
が
進
出
し
ま
し
た
。 

　
決
勝
戦
は
、
伊
集
院
北
中
学
校
と

対
戦
し
、
２
対
１
で
東
市
来
中
学
校

が
勝
利
し
ま
し
た
。 

こ
け
け
杯
２
連
覇
！
東
市
来
中
学
校 

準
優
勝
は
伊
集
院
北
中
学
校 

　
八
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
ま
で
熊

本
市
で
行
わ
れ
た
、
第
二
十
九
回
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
で
優
勝
し
た
「
伊

集
院
Ｖ
６
」
が
八
月
二
十
日
、
宮
路

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
ま
し
た
。 

　
市
長
か
ら
激
励
を
受
け
た
キ
ャ
プ

テ
ン
の
上
野
帆
奈
海
さ
ん
（
伊
集
院

小
六
年
）
は
「
練
習
の
成
果
が
出
せ

て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
の
大
会
も
優
勝
を
続
け
て
い
き
た

い
で
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
九
州
大
会
優
勝 

伊
集
院
Ｖ
６ 

　
第
三
十
九
回
全
国
中
学
校
体
育
大

会
の
相
撲
選
手
権
大
会
が
、
吹
上
浜

公
園
体
育
館
内
特
設
相
撲
場
で
八
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
個
人
戦
の
部
と
団
体
戦
の
部
に
分

か
れ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
団

体
戦
で
は
、
鹿
児
島
県
の
徳
之
島
亀

津
中
学
校
が
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
会
場
と
な
っ
た
体
育
館
の

特
設
相
撲
場
は
市
内
の
中
学
生
が
土

俵
作
り
な
ど
会
場
設
営
に
参
加
、
側

面
か
ら
大
会
を
支
え
ま
し
た
。 

プ
ロ
さ
な
が
ら
の 

　取
り
組
み
を
披
露 

全
国
中
学
校
相
撲
選
手
権
大
会 

　
こ
け
け
旗
争
奪
南
九
州
小
学
生
選

抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
八

月
二
十
三
日
、
東
市
来
総
合
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
は
、
今
年
で
十
回
目
を
数

え
、
県
内
お
よ
び
宮
崎
県
か
ら
二
十

七
チ
ー
ム
が
参
加
、
各
チ
ー
ム
優
勝

目
指
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
ど
の
試
合
も
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム

と
な
り
、
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た

の
は
、
同
じ
姶
良
地
区
の
富
隈
ソ
フ

ト
と
宮
内
ソ
フ
ト
。 

　
息
詰
ま
る
投
手
戦
の
末
、
宮
内
ソ

フ
ト
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。 

白
球
を
追
う
少
年
た
ち 

南
九
州
小
学
生
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会 

　
八
月
に
奈
良
県
で
開
催
さ
れ
た
全

国
高
校
総
合
体
育
大
会
（
近
畿
ま
ほ

ろ
ば
総
体
）
で
陸
上
男
子
五
千
メ
ー

ト
ル
競
歩
の
部
で
準
優
勝
し
た
、
小

原
遼
仁
君
と
ボ
ク
シ
ン
グ
フ
ェ
ザ
ー

級
で
第
三
位
の
重
江
誉
寛
君
（
二
人

と
も
鹿
児
島
城
西
高
校
三
年
）
が
八

月
二
十
日
市
役
所
を
訪
れ
、
宮
路
市

長
に
好
成
績
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
小
原
君
は
「
国
体
で
優
勝
し
、
将

来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
た
い
」、

重
江
君
は
今
大
会
準
々
決
勝
で
全
国

選
抜
大
会
覇
者
を
破
っ
た
実
力
の
持

ち
主
で
も
あ
り
「
卒
業
後
は
プ
ロ
に

転
向
し
、
活
躍
し
た
い
」
と
力
強
く

話
し
ま
し
た
。 

親子地引 
き網大会 

　「
乳
児
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
」
が

八
月
十
一
日
、
東
市
来
保
健
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
東
市
来
中
の
生
徒
五
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
中
学
生
が
乳
児
や
母
親

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
命
の
尊

さ
や
家
族
の
あ
り
方
を
考
え
、
人
を

思
い
や
る
心
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
。 

　
参
加
し
た
中
学
生
は
、
妊
娠
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
や
オ
ム
ツ
替
え
な

ど
疑
似
子
育
て
を
体
験
。
そ
の
後
、

乳
児
健
診
に
加
わ
り
、
直
接
赤
ち
ゃ

ん
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。 

　
普
段
か
ら
小
さ
な
子
ど

も
と
接
す
る
機
会
が
多
い

と
話
す
中
学
生
た
ち
は
、

慣
れ
た
様
子
で
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
っ
こ
し
た
り
、
あ
や

し
た
り
し
な
が
ら
お
母
さ

ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。 

　
体
験
を
終
え
た
中
学
生

は
「
赤
ち
ゃ
ん
が
と
て
も
か
わ
い
か

っ
た
」、「
お
母
さ
ん
の
子
育
て
話
を

聞
い
て
大
変
だ
と
思
っ
た
」
な
ど
と

話
し
、
育
児
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。 



８   
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

８
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

??kg

65 ～ 74 歳の修了者では、
半数以上の方が減量に成功
しました !

以前は後ろが開い
ていたエプロンも
お尻が隠れるよう
に !

 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

花
立
　
歩
輝
　
　
和
弘
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区 

瀬
戸
山
嘉
基
　
　
浩
二
　
　
郡
上 

井
手
　
華
月
　
　
雄
輔
　
　
平
古 

津
々
見
海
翔
　
　
隆
司
　
　
妙
円
寺
九
区 

松
元
美
佑
紀
　
　
貢
　
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区 

松
元
美
佐
紀
　
　
貢
　
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区 

中
島
　
心
菜
　
　
準
也
　
　
妙
円
寺
五
区 

時
田
　
陽
生
　
　
祐
一
　
　
天
神
馬
場 

泊
　
　
晃
希
　
　
真
也
　
　
妙
円
寺
三
区 

福
田
純
ノ
介
　
　
大
志
　
　
妙
円
寺
三
区 

中
尾
　
颯
太
　
　
博
幸
　
　
天
神
馬
場 

池
田
　
朋
樹
　
　
雅
光
　
　
妙
円
寺
五
区 

野
元
　
陽
琉
　
　
秀
　
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
一
区 

小
屋
敷
慶
史
　
　
大
助
　
　
寺
脇 

愛
内
　
太
陽
　
　
和
貴
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
一
区 

川
之
上
百
音
　
　
健
一
　
　
郡
下 

梶
原
　
士
暉
　
　
一
成
　
　
中
神
殿 

潟
山
　
璃
宇
　
　
健
二
　
　
猪
鹿
倉 

北
迫
　
彩
郁
　
　
裕
二
　
　
向
江
町 

重
留
　
優
士
　
　
正
弥
　
　
妙
円
寺
七
区 

大
北
　
鉄
翔
　
　
新
平
　
　
妙
円
寺
九
区 

山
下
　
流
依
　
　
竜
一
　
　
郡
下 

本
田
　
蓮
夏
　
　
昇
　
　
　
上
之
馬
場 
 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

狩
集
　
咲
香
　
　
勇
人
　
　
麓
下 

室
之
園
倫
太
　
　
健
夫
　
　
堀
切 

松
　
　
大
煌
　
　
和
樹
　
　
堀
内 

下
野
聖
莉
菜
　
　
和
典
　
　
田
代 

下
池
　
美
姫
　
　
真
　
　
　
田
之
湯 

松
山
流
維
翔
　
　
千
歳
　
　
麓
下 

谷
口
　
湊
都
　
　
尚
寛
　
　
中
央 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

前
田
　
蒼
太
　
　
健
作
　
　
南
湯
之
元 

山
野
　
李
音
　
　
隆
文
　
　
入
来
浜 

梅
木
　
徠
愛
　
　
和
宏
　
　
窪
田 

芝
　
　
勇
輔
　
　
勇
樹
　
　
新
川
原 

福
元
　
奏
音
　
　
利
英
　
　
下
中
之
里 

原
口
　
海
翔
　
　
博
信
　
　
緑
ヶ
丘 

宮
下
　
海
心
　
　
寿
男
　
　
上
中
之
里 

         

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

今
村
　
一
夫
　
　
75
　
野
田 

小
原
　
幸
子
　
　
66
　
平
古 

内
屋
敷
キ
ヨ
　
　
86
　
古
城 

小
池
　
博
美
　
　
69
　
天
神
馬
場 

福
留
　
順
　
　
　
94
　
郡
内 

佐
々
木
　
龍
　
　
91
　
立
野 

瀬
戸
山
キ
ミ
　
　
93
　
郡
上 

田
中
　
重
治
　
　
76
　
上
方
限 

久
保
　
道
弘
　
　
64
　
中
福
良 

松
永
　
松
次
　
　
89
　
清
藤 

橋
本
　
エ
イ
　
　
83
　
向
江
町 

假
屋
　
ユ
イ
　
　
91
　
下
土
橋 

米
丸
　
ヨ
ネ
　
　
87
　
下
神
殿
四
区 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

吉
村
　
シ
カ
　
　
95
　
元
湯 

野
　
　
心
月
　
　
０
　
美
山
下 

妙
円
園
研
郎
　
　
65
　
中
央 

南
　
　
　
吉
　
　
88
　
堀
内 

中
間
　
ミ
カ
　
　
95
　
中
央 

小
牧
　
孝
治
　
　
62
　
杉
之
迫 

大
庭
　
利
子
　
　
85
　
駅
前 

永
山
　
ミ
ヨ
　
　
83
　
永
山 

川
野
　
時
代
　
　
77
　
美
山 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

田
村
　
和
夫
　
　
69
　
諏
訪 

妙
見
ノ
ブ
子
　
　
81
　
南
区 

　
原
フ
ヂ
ノ
　
　
87
　
草
原 

　
木
　
　
二
　
　
75
　
笠
ヶ
野 

久
保
　
　
積
　
　
83
　
西
郷 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

紀
川
　
繁
樹
　
　
85
　
東
本
町 

小
田
　
秀
　
　
　
91
　
今
田 

久
保
　
サ
ダ
　
　
83
　
入
来
浜 

　
野
フ
ヂ
エ
　
　
97
　
宮
坂 

久
保
ヨ
シ
エ
　
　
90
　
下
中
之
里 

西
馬
塲
ヨ
シ
　
　
91
　
平
鹿
倉 

玉
島
　
幸
一
　
　
77
　
入
来 

前
野
チ
エ
子
　
　
87
　
上
和
田 

　い
ぶ
き
 

よ
し
き
 

　か
　づ
き
 

か
い
　と
 

み
　
ゆ
　
き
 

み
　
さ
　
き
 

こ
こ
な
 

は
る
き
 

こ
う
き
 

じ
ゅ
ん
の
す
け
 

そ
う
た
 

と
も
き
 

　ひ
か
る
 

け
い
し
 

た
い
よ
う
 

　も
　
ね
 

　と
　
き
 

　り
ゅ
う
 

　あ
　
み
 

ゆ
う
し
 

て
っ
し
ょ
う
 

　る
　
い
 

れ
ん
か
 

　さ
や
か
 

り
ん
た
 

　た
い
が
 

　せ
　
り
　
な
 

　み
　
き
 

る
　
い
　
と
 

　み
な
と
 

   そ
う
た
 

　り
お
ん
 

　ら
い
ら
 

ゆ
う
す
け
 

　か
の
ん
 

か
い
と
 

か
い
し
ん
 

 

鹿児島県身障者用駐車場利用証制度 
（パーキングパーミット制度）が始まります。 
　鹿児島県では、障害のある方や高齢の方、妊産婦など歩行の困難な方が身障者用駐車場を利用

しやすくするために、県内共通の利用証を発行する「鹿児島県身障者用駐車場利用証制度（パー

キングパーミット制度）」を平成21年11月から始めます。 

　利用証は、ハートピアかごしまおよび地域振興局・支庁等において、

交付を行っております。また、利用証をお持ちでない方々につきまし

ては、当制度の趣旨をご理解の上、身障者用駐車場に駐車しないでい

ただきますようご協力をお願いします。 

　なお、交付対象者・申請方法・申請窓口等につきましては、県のホ

ームページをご覧いただくか、県庁障害福祉課へお問い合わせ下さい。 

 

【問い合わせ先】　県庁障害福祉課　Tel  099－286－2746 【利用証】 

９月のリボンは…グリーンリボン　　　　です 

　グリーンリボンは「移植医療普及」を表しています 。 
　臓器移植患者団体連合会では、移植医療の象徴として、1980年代からアメリカで始まり、現在で
は世界的に使われているグリーンリボンを胸につける運動を行っています。 
　グリーンは成長と新しいいのちを意味する移植医療のシンボルカラーです。リボンは、ギフト・
オブ・ライフ（いのちの贈り物）によって結ばれたドナーとレシピエントのいのちのつながりを表
現しています。 

個別面接を中心とした支援プログラム 

　特定健康診査の結果、いわゆるメタボリックシンドローム（予備群も含む）に当てはまった方に、およ

そ6カ月の間、生活習慣改善のためのプログラムに参加していただくものです。 

　日置市では、以下のような特定保健指導プログラムを実施しています。 

　担当の保健師または管理栄養士がひとりひと
りの生活習慣に合わせてメタボ解消のお手伝い
をいたします。 

教室を中心としたグループ支援プログラム 
　『脱 !メタボ教室』（各種講話やグループでの話
し合いなど月１回程度）で同じ目的を持つ者同士、
励まし合いながらメタボ解消へ取り組んでいた
だくものです。数回の個別面接も行います。 

　平成20年度の特定健康診査の結果、特定保健指導の対象となった方にお話を伺いました。 

Q　なぜ、特定保健指導を受けたのですか? 

A　今まで、何とかしたいと思っていて、ちょうどいいタイミン
グだったので受けました。

Q　５カ月でどんな変化がありましたか? 

A　体重が６kg落ちました。血液検査もほとんど正常になりま
した。そのため、着られなくなっていた洋服が入るようにな
りました。自分でもびっくりです。 

Q　９月で終了ですが、これからは? 

A　あと１、２kg減量したら、それを維持するよう今の生活を継続していきたいです。
Q　特定保健指導の対象となった方へメッセージを ! 

A　担当者が簡単にできることを提案してくれるので、自分にできる簡単なことからや
ってみることです。「私にはできない」と重く受け止めないで、まず一歩踏み出して
みては。



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

　明るく元気な思いやりのある子に育
ってくださいね。 

■おとうさん、おかあさんから 

　毎日、けんかをしていますが、兄弟
とても仲良しです。このまま、素直な
子どもに育ってね。 

■おかあさんから 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

文 

２７０ 

吹上 
支所 

伊作小 

ココ 

　「
こ
の
地
に
た
ど
り
着
く
ま
で
九
州
各
地
の
過
疎
地
域
や
産
直
セ
ン
タ
ー
（
道
の
駅
）
を
見

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
東
シ
ナ
海
に
面
し
て
お
り
、
歴
史
の
あ
る
場
所
や
温
泉
郷
、
そ

し
て
鹿
児
島
で
一
番
栄
え
て
い
る
道
の
駅
も
あ
る
こ
こ
が
気
に
入
り
ま
し
た
」
と
話
す
富
田

さ
ん
。
茨
城
県
出
身
で
、
東
京
の
大
学
で
農
業
を
学
び
、
平
成
十
一
年
か
ら
青
年
海
外
協
力

隊
の
一
員
と
し
て
ア
フ
リ
カ
の
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
で
野
菜
栽
培
を
指
導
し
た
経
験
が
あ
り
ま

す
。 

　
平
成
十
七
年
に
東
市
来
町
へ
移
住
し
て
四
年
目
。
現
在
は
、
約
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
で
多

く
の
野
菜
を
作
り
、
地
元
で
は
江
口
蓬
莱
館
、
こ
け
け
特
産
品
販
売
所
、
光
農
園
へ
出
荷
し

て
い
ま
す
。「
移
住
し
て
き
た
当
初
は
孤
独
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、
三
年
お
き
に
開
催
さ
れ
る

地
元
の
伝
統
行
事
『
伊
作
田
踊
り
』
に
参
加
し
て
、
多
く
の
方
と
知
り
会
う
こ
と
が
で
き
、

地
域
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今
で
は
、
自
治
会
の
産
業
振
興
部
長
を
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
常
に
、
農
業
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
そ
れ
が
村
お
こ
し
で
あ
っ
た
り
友
達
を

つ
く
る
こ
と
で
あ
っ
た
り
と
農
業
を
通
し
て
過
疎
化
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
そ
ん
な
富
田
さ
ん
の
楽
し
み
は
、
温
泉
と
魚
釣
り
。「
温
泉
は
毎
日
近
く
の
銭
湯
で
入
り
、

魚
釣
り
は
海
が
近
い
の
で
、
時
間
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
行
き
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。 

　「
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
帰
国
隊
員

の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
農
業
に
興
味
の
あ
る
都
会
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、

若
い
人
が
農
業
に
挑
戦
で
き
る
環
境
作
り
を
整
備
し
て
い
き
た
い
で
す
」 

東市来町伊作田（柿之迫自治会） 

富田　淳也さん〔35歳〕 
とみ　た　　　じゅんや　 

山下　郁子さん（74歳） 吹上町永吉 

　和紙ちぎり絵を始めて25年目になります。
始めたきっかけは、旧牧園町に在住のこ
ろ一つの作品に出合い、講座に通ったこ
とでした。現在は、永吉地区公民館で自
主講座の代表を務め、７人で楽しく活動
しています。「ちぎり絵は決して難しくあ
りません。人にはそれぞれ感性があります。
同じ題材で作品を作っても個性のある作
品に仕上がり、作品が出来上がったときは、達成感があふれ
ます」また、「先日は、帰省中の孫と一緒に作品を作りました」
とうれしそうに話します。「毎年、仲間とともに地域の文化
祭に出展していますが、多くの人に作品を見ていただいて、
少しでも『和紙ちぎり絵』を始めたいと思ってもらえれば」
とも。「これからも、仲間とお互いに教えあいながら長く続
けていきたいですね」 

　
ぼ
く
の
夢
は
、
自
動
車
整
備
士

に
な
り
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
の
一
員
と
し
て
、
社
会
の
た
め

に
貢
献
で
き
る
仕
事
に
就
く
こ
と

で
す
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
学
べ
る
工
業
系
の
高
等
学

校
に
進
学
し
、
自
動
車
整
備
に
つ

い
て
の
基
礎
を
し
っ
か
り
身
に
つ

け
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
深
く
学
ぶ

た
め
に
専
門
学
校
に
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
勉
強
に
励

む
だ
け
で
は
な
く
、
自
動
車
整
備

士
と
し
て
実
際
に
社
会
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
の
話
を
聞
く
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
収
集
に
も
努
め

て
い
き
た
い
で
す
。 

　
進
路
は
、
夢
の
実
現
の
た
め
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
進
ま
な
け
れ

ば
、
道
は
進
ん
で
い
け
ま
せ
ん
。

途
中
で
迷
っ
た
と
き
は
、
絶
対
に

あ
き
ら
め
た
り
は
せ
ず
に
、
両
親

や
学
校
の
先
生
、
友
人
ら
に
相
談

し
た
り
し
て
解
決
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。 

　
自
分
を
信
じ
、
夢
の
実
現
と
無

限
の
可
能
性
に
向
か
っ
て
真
っ
す

ぐ
道
を
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。 

わ
た
し
の
夢 

上
市
来
中
学
校
　
二
年
　
岩
本
　
友
樹
く
ん 

●富田農園代表 
●小作人塾代表 

 

『和紙ちぎり絵』 

 

吹上支所から車で5分、 
石亀神社となり 

Access

り　な 

い
わ
も
と
　
　
ゆ
う
き 

　今年は、慶長 14年（1609）に島津氏が琉球侵攻を行
ってから400年になります。シンポジウムが開催された
り、新聞に関係記事が記載されたりしています。その琉
球侵攻の総大将であった樺山久高（1560 ～ 1634）と夫
人の墓が吹上地域の多宝寺跡にあります。 
　多宝寺は鎌倉時代から戦国時代まで、およそ250年に
わたり伊作（吹上地域南部）を支配した伊作島津家（島
津氏の分家）の菩提寺で、歴代当主や歴代住職の墓など
があります。 
　樺山久高は島津家の重臣で、九州各地や朝鮮などの戦
いで活躍し、家老職などを歴任しました。久高の最も知
られている業績は琉球侵攻です。久高は３千の兵を率い
て琉球の軍を破り、首里城を陥落させました。これ以降、
琉球国の一部であった奄美諸島は薩摩藩の直轄となりま
した。琉球国は、形式上は残ったものの、実際は薩摩藩
に支配されることになりました。 
　久高は寛永４年（1627）に出水の地頭から伊作の地頭
になり、伊作で亡くなり多宝寺に葬られました。 

山口　莉奈ちゃん（１０か月） 

父　修平さん　母　晃代さん 
（東市来町湯田） 

せい や 

しょうま 
下池　星矢くん（５歳１０か月） 

　　　翔真くん（３歳８か月） 

 

 

父　忍さん　母　真紀さん 
（東市来町湯田） 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　51,986人（△17） 

　男　　24,346人（　　6） 

　女　　27,640人（△23） 

世帯数　22,516　（△　2） 
9月1日現在 （　）は前月比 

「伝統を受け継ぎました」 
　地域の伝統をつなぐ伊作太鼓踊、半年

前から練習を重ね8月28日、南方神社に

奉納されました。 

（「伊作太鼓踊奉納」P11関連記事） 
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中
央
・
地
区
公
民
館
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、元
気
な
地
域
づ
く
り 

麓
下
自
治
会
（
東
市
来
地
域
） 

▲囲碁・将棋・五目並べで楽しむ会 ▲永田鐵山会長

▲新備品で交流おたのしみ会

▲初詣の後の大声競争

市
来
地
域
の
中
心
に
位
置
す
る

麓
下
自
治
会
、
総
務
部
、
事
業

部
、
文
化
部
、
体
育
部
、
婦
人
部
を

中
心
に
一
体
と
な
り
地
域
の
行
事
な

ど
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
、
実

施
し
て
い
ま
す
。 

月
に
開
催
さ
れ
る
親
ぼ
く
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
は
、
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
競
技
を

準
備
、
地
域
内
の
た
く
さ
ん
の
方
が

参
加
し
ま
す
。
そ
の
後
、
北
分
遣
所

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
行
わ
れ
る
消

火
器
訓
練
も
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。 

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
親
ぼ
く

を
図
る
た
め
の
「
囲
碁
・
将
棋
・

五
目
並
べ
で
楽
し
む
会
」
は
、
夏
と

冬
の
二
回
開
催
し
交
流
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。 

年
の
八
月
に
は
、
初
め
て
の
取

り
組
み
と
し
て
、
子
ど
も
育
成

会
と
一
緒
に
、
集
落
内
の
史
跡
や
記

念
碑
な
ど
を
歩
い
て
見
て
回
る
「
集

落
内
の
歴
史
ロ
ー
ド
巡
り
・
宝
探
し

散
策
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、
集
落
内
で
大
き
い
と
思

わ
れ
る
樹
木
五
本
の
幹
周
り
を
測
っ

た
り
し
ま
し
た
。 

月
に
開
催
さ
れ
る
敬
老
祝
賀
会

は
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
、
手

作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
な
ど
、

み
ん
な
で
祝
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
時
に
「
六
十
年
前
を
も

っ
と
語
り
合
お
う
聞
こ
う
会
」
と
題

し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
終
戦
の
年
の

様
子
な
ど
高
齢
者
、
自
ら
が
体
験
し

た
こ
と
話
し
、
平
和
の
あ
り
が
た
さ

を
感
じ
て
も
ら
い
ま
す
。 

声
競
争
は
、
元
気
を
出
そ
う
と

昨
年
の
元
旦
か
ら
実
施
し
て
お

り
初
詣
の
後
「
麓
下
頑
張
れ
ー
」
な

ど
、
み
ん
な
大
き
な
声
を
張
り
上
げ

ま
し
た
。 

れ
ら
の
活
動
内
容
や
地
域
の
話

題
な
ど
地
区
住
民
の
だ
れ
も
が

共
有
し
よ
う
と
年
六
回
か
ら
七
回
「
お

知
ら
せ
版
」
と
し
て
発
行
し
て
い
ま

す
。 

年
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
活
用
し
て
テ
ン
ト
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
を
購
入
し
、「
新
備
品
で

交
流
お
た
の
し
み
会
」
開
催
し
ま
し

た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
公
民
館
を
拠
点
に
、

郷
土
愛
、
隣
組
意
識
を
も
っ
と
高
め
、

思
い
や
り
と
助
け
合
い
の
心
で
住
み

よ
い
地
域
を
目
指
し
た
い
で
す
。 

東 五 子 昨 

大 九 

こ 昨 

市の面積　253.06㎞2

麓下自治会 
（東市来地域） 

　
東
市
来
地
域
の
中
心
部
の
鶴
丸

校
区
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
麓

下
自
治
会
。
平
成
二
十
一
年
九
月

一
日
現
在
で
二
百
七
十
三
世
帯
、

六
百
七
十
七
人
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。 

　
北
に
平
之
城
跡
や
鶴
丸
城
本
丸

跡
の
山
を
背
に
し
て
、
南
に
裾
を

広
げ
江
口
川
沿
い
に
開
け
た
東
西

約
一
㌔
㍍
、
南
北
約
六
百
㍍
の
地

に
古
い
歴
史
と
由
緒
あ
る
史
跡
が

残
る
地
域
で
す
。 

今月の 
表　紙 

ふ
も
と
し
も 




